
 

晶析工程を含む化学プロセスは広く用いられ、晶析装置設計理論を用

いた晶析プロセスの設計が多くの場合適用でき、手法として確立され

ている。本書は、晶析プロセス設計に必要な手法と晶析装置設計理論

を明確に分類し、プロセス設計の立場から晶析装置設計理論をレビュ

ーした画期的な構成をとっている。 

晶析装置理論を活用した工業事例は、出来る限り詳細に説明してある

ので、読者諸兄が理論を実践する上での参考になろう。晶析操作にお

ける複雑な現象が多々見られるが、多形などを取り上げ工業的事例も

収録されている。 

本書は、化学工学のエキスパートを目指す多くの研究者や開発者、特

に企業で実務を担当している（あるいはしていた）若手技術者が晶析

プロセス設計を修得するのに好適なものである。 
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